
森 町 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 （要旨）

会 議 名 令和４年３月森町教育委員会定例会

開 催 日 時 令和４年３月25日（金） 16時00分

会 場 森町文化会館 第2研修室

出 席 委 員 教育長 比奈地敏彦
委 員 井口 始
委 員 鈴木眞子
委 員 早馬保男
委 員 佐藤佐和子

出 席 者 学校教育課 課長 塩澤由記弥 社会教育課 課長補佐 三澤由紀子
課長補佐 小坂一郎 社会教育係長 中村美幸
学校教育係長 土屋智也乃 図書館管理係長 松井要
庶務係長 石黒智己
学校管理係 鈴木真央

傍 聴 者 なし

１ 開 会

教 育 長 委員の出席を確認し、開会を宣告。

２ 前回会議録の承認

教 育 長 事前に配付してある前回定例会の会議録について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 前回定例会及び臨時会会議録の承認を宣し、教育長の報告を行う。

３ 教育長の報告

教 育 長 ３月に開催及び出席した各種会議等について報告する。
１日･ ３月議会本会議（招集）(専決事項 人事案件 各種条例制定の提案説明、

令和４年度森町一般会計予算説明等）
･ 全員協議会 (令和４年度一般会計予算概要説明（副町長）)

２日･ 園長・校長会 (郷育（８）)
･ 臨時教育委員会(人事内申案承認）

３日･ 三役打ち合わせ(役場行政職人事等について）
･ 臨時校長会 (各校長に人事内々示を伝達)

４日･ 文化財保護審議会（情報交換）
･ 磐周校長会事務局長来庁（次年度に向けての情報交換）

７日･ 議会（２日目)(条例、補正予算、令和４年度一般会計・特別会計等について)
８日･ 一般質問打合会(一般質問３人 教育委員会関連３人(清水、川岸、岡戸))

･ 静教組磐周支部長来庁（人事情報交換等）
９日･ 議会常任委員会(当初予算細部審議）
11日･ 人事内示
14日･ 三役打ち合わせ(役場行政職人事等について)
15日･ 課長会議 (議会対応コロナウイルス対応)

･ 卒園式 (一宮幼稚園)
･ 静西教育事務所長・副所長・次長訪問 (令和３年度末人事異動総括 情報交換)

17日･ 卒業式 (旭が丘中学校)
･ 生涯学習推進協議会(事業現況報告と次年度事業計画)



18日･ 教員人事発表
･ 臨時園長・校長会(辞令短冊配布)
･ 課長会議 (庁内人事発表)

22日･ 議会(３日目)(一般質問(男女共同参画、森町の子育て環境、町長と語る会意見等)
･ ＡＬＴケビン帰国

23日･ 森町森林組合長来庁(認証材を使った定規の寄贈)
･ 県教委教育官来庁(加配設置の説明(該当校：旭中)
･ 幼稚園中堅職員研修 （講話 主任・副主任の在り方）

24日･ 議会最終日（討論、採決、常任委員長報告、補正予算採決、議会提言等)
25日･ 転退職教職員離任式(退職者 校長１人 教諭５人 県職異動者２３人）

･ 退職者送別会(県職・町職)(県職、町職退職者招待)
･ 森町教育委員会(３月定例教育委員会 ※ 井口教育委員辞任)

28日･ 森町商工会青年部役員来庁(コロナウイルス感染予防必需品寄贈)
29日･ 文化会館運営委員会・ミキホール文化振興会等合同会議（本年度の活動報告）

･ 森町へ赴任する管理職来庁(校長２名、教頭１名)
31日･ 森町職退職辞令交付式 (定年退職者 一般退職者への辞令交付（派遣辞令含む）
※コロナ禍による学級閉鎖
(飯田小６年・５年、森中１年、旭が丘中２年(２ｸﾗｽ)･１年 合計６学級）

教 育 長 教育長の報告について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

４ 付議する案件
【議 事】

教 育 長 議事について事務局に説明を求める。
議第34号について説明を求める。

庶 務 係 長 議第34号 独立行政法人日本スポーツ振興センター共済掛金に関する規則の制定につい
て
現在学校の管理下における児童生徒等の災害負傷等について独立行政法人日本スポーツ

振興センター災害共済を活用している。独立行政法人日本スポーツ振興センター共済掛金
について各市町において掛金を規定する必要があるため、規則を制定したいため教育委員
会の議決を求める。
内容については、独立行政法人日本スポーツ振興センターの共済掛金について各市町で

明確にする必要があり、教育委員会の議決を求める。

教 育 長 以上について質疑を求める。

教 育 長 2分の1を保護者が負担金として支払っているのか。

学校管理係員 2分の1が保護者負担で、2分の1が設置者負担で教育委員会が負担している。

井 口 委 員 教育委員会の関わりがよく分からなかったが、半額は公費負担をしていることが理解で
きた。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

教 育 長 議第35号について説明を求める。

学校教育課 議第35号 学校医等の委嘱について
課長補佐 学校保健安全法第23条第3項の規定により、令和4年度学校医、学校歯科医及び学校薬剤

師を委嘱したく教育委員会の議決を求める。昨年度との変更点は、油谷先生が辞められた
ため担当校が変更となっている。

教 育 長 以上について質疑を求める。



委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 議第36号について説明を求める。

学校教育係長 議第36号 令和4年度森町学校運営協議会委員の委嘱について
森町学校運営協議会規則第4条の規定により、令和4年度森町学校運営協議会委
員を任命したく、教育委員会の議決を求める。 学校運営協議会は令和3年4月から旭
が丘中学校区の学校に設置している。令和4年4月から森中学校区に別紙のとおり校長より
推薦があった。森中学校区については小学校も中学校も校区が同じ為、校区で学校運営協
議会を設置する。委員の人数については対象学校の校長と協議の上、教育委員会が決定す
ることになっている。任期は1年となる。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 議第37号について説明を求める。

社会教育課 議第37号 令和4年度森町地域学校協働活動推進員の委嘱について
課 長 補 佐 森町地域学校協働活動推進員設置要綱第5条の規定により、令和4年度の森町地

域学校協働活動推進員を委嘱したく、教育委員会の議決を求める。令和3年度か
らの旭が丘中学校区につづき、令和4年度からは、森中学校区にも地域協働学校
推進員を配置する。各学校長より6名の推薦があった。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 議第38号について説明を求める。

学校教育係長 議第38号 令和４年度「森の教育」について
先月の協議会で指摘いただいた点を修正した。修正点について説明。教育大綱の改正に

よる修正をした。幼稚園教育の写真を変更しコロナ対策を実施している様子が分かるもの
とした。障がいの表現について県や町の表記のルールを確認し修正した。実績回数や人数
については4月に入り確定したら入力をする。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 議第39号について説明を求める。非公開とする。

学校教育係長 議第39号 令和４年度準要保護の継続認定について

委 員 全 員 承認。

教 育 長 議第40号について説明を求める。

社会教育係長 議第40号 令和4年度社会教育推進員の委嘱について
地域の生活課題及び住民の学習要求を捉えた社会教育事業推進のため、各町内会の社会

教育推進員を委嘱したいため教育委員会の議決を求める。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。



教 育 長 議第41号について説明を求める。

庶 務 係 長 議第41号 森町教育委員会事務局等の職員の職名規則の一部改正について
森町教育委員会事務局等の職員職名規則の中で、教育委員会の所管に属する学校その他

の教育機関の職員の職名に副主任を加える。森小学校の調理員について令和4年4月より副
主任を配置して充実した体制をとる。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

【報告事項】

教 育 長 報第32号について説明を求める。

学校教育係長 報第32号 森町教育支援センター事業実施要綱の一部改正について
森町教育支援センター｢わかば｣について、令和4年4月1日から森町役場北館に常設され

る。実施場所について森町役場北館に、実施時間を午前9時30分から午後3時00分まで、た
だし、水曜日は午前9時00分から正午までに変更する。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 報第33号について説明を求める。

学校教育係長 報第33号 令和4年度特別支援学級入級児童生徒について
令和4年度の森町立小中学校特別支援学級への入級児童生徒について特別な支援が必要

な児童生徒に対し来年度どのような就学をすることが良いのかを、就学支援委員会で3回
の審議をし、その結果報告を受け、教育委員会として決定した事項について報告する。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 報第34号について説明を求める。

図 書 館 報第34号 令和4年度森町立図書館の開館時間の変更の実施計画について
管 理 係 長 森町立図書館の設置及び管理に関する条例施行規則により、令和4年度森町立図書館開

館時間の変更を届け出るもの。毎週水曜日と夏休み期間8月16日から8月19日、並びに秋の
読書週間10月18日から10月21日の期間を開館時間を延長し閉館時間を午後5時00分から午
後7時00分まで延長するもの。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 報第35号について説明を求める。

図 書 館 報第35号 令和4年度森町立図書館の休館日について
管 理 係 長 特別整理日については主に月末に管内整理や月次処理を行うため休むもの。利用者の利

便性に配慮し7月8月については休まないで対応している。
例年蔵書点検のため年度末に4日間閉館している。来年度については令和5年2月28日か

ら令和5年3月3日まで閉館する。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。



教 育 長 報第36号について説明を求める。

学校教育課長 報第36号 令和４年３月森町議会定例会報告について
３月議会定例会が1日には人事案件として村松昌吾教育委員の議会の同意をいただい

た。議案提案説明をした。7日に本会議2日目があり、当初予算質疑・補正予算の質疑討論
採決をした。学校教育課については、歳入部分で小中学校のICT支援員、感染症対策の国
庫補助歳入についてがあった。9日に常任委員会があり令和4年度予算について審議してい
る。22日に一般質問があった。教育委員会では、清水議員、川岸議員、並びに岡戸議員よ
り質疑があった。

社会教育課 清水議員より、男女共同参画の取り組みについて質問があった。森町の男女共同参画計
課 長 補 佐 画の進捗については中間年度の令和2年度に数値目標について確認をしている。達成率は

低いものの根気強く計画に沿って推進していく。多様な性に対する理解を深める取り組み
が必要と考えるがどのように考えるか、人権講演会を開催していることや、小中学校では
道徳の授業において多様な性について学習している。

学校教育課長 通学路の交通安全対策の継続についての質問は、道路のハード整備についての質問であ
った。森中学校区については町道新田赤松線の整備と合わせて歩道の整備、交差点改良、
グリーンベルトの設置をする事と併せて、教育関係者、警察、道路管理者、地元町内会の
代表で森天宮地区生活道路対策協議会を組織し合意形成を諮りながら事業化をする。飯田
地区については鴨谷地区において袋井春野線の歩道整備が計画されている。園田地区にお
いては、袋井インター通り線の整備に伴う谷中交差点の改良、焼津森線の歩道整備が計画
されている。
川岸議員より森町の子育て環境について、来年度より健康こども課が設置され幼稚園保

育園が同じ部署の担当になる。飯田地区に民間の保育園が設置される予定であり子育て環
境が改善される。町での具体的将来像について質問があった。町長より幼稚園の入園者が
減少傾向にある。待機児童が令和4年度は1名から10名程度を見込んでいる状態である。今
後、民間の保育園が計画され、その環境が大きく変わることが予想されているため、現時
点で具体的将来像を示すことは難しい。今後出生数や入園者数の動向、保護者のニーズを
確認しながら検討していくと回答した。

社会教育課 24日の本会議最終日には社会教育課では令和3年度補正予算を上程した。3月に入り図書
課 長 補 佐 館へ大活字本を充実して欲しいと希望され100千円寄付があったため補正をした。

教 育 長 補足で幼稚園の朝預かりについても令和4年度一般会計予算内で対応できるため、みな
し採決がされた。次年度については現在の体制の中でさらに幼稚園の協力をお願いしてい
く。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 報第37号について説明を求める。

学校教育課長 報第37号 令和４年度予算等について
全体予算の規模8776百万円で過去最大規模の予算11.5％の増加となった。キーワード

は、新型コロナウイルス感染症対策、待機児童ゼロを目指す、ICT教育の更なる充実、森
林環境教育の取り組み、企業誘致や産業の育成、遠州の小京都をキーワードとした町づく
りや観光振興、移住定住の推進、交流人口関係の拡大、カーボンニュートラルの実現、デ
ジタルトランスフォーメーションの推進。キャッチフレーズは森町の次代を展開するチャ
レンジ予算となっている。主な増加要因は新田赤松線の整備、民間事業者への保育園の設
置に対する補助、ふるさと納税推進事業の増加、上水道安全対策事業に対する繰り出し金
が主なものとなる。
学校教育課の予算内容を「一般会計予算に関する説明書」により項目順に主なものを説

明する。事務局費の教育支援センター事業については役場北館に常設される教育支援セン
ター「わかば」が増加した。小学校費については｢わたしたちの森町｣が5年目のため改訂
をする。修繕費については飯田小のプールのポンプ、オープンスペースランチルームの雨
漏り、宮園小学校については給食系統の変圧器、プールの濾過器、4年生の教室のスライ
ド黒板の導入、森小学校については4年生の教室にロッカーの設置、理科室、図工室の扇
風機設置等の計上した。小学校管理費で宮園小学校体育館LED照明にする。小学校教育振



興費、森林環境教育として、三倉天方地区を訪問する。情報アドバイザー委託料として、
ICT支援員の配置の充実をして、各クラス週1回の配置をする。中学校費学校管理運営費と
して、修繕費には森中の消火栓ポンプ、旭が丘中についてはキュービクル改修、プールポ
ンプ改修、階段の改修を実施する。中学校教育振興費については、ICT支援員の回数を増
加させた。幼稚園費の修繕費は、飯田幼稚園2階の廊下修繕をする。園田幼稚園について
は、街灯の設置、南側のフェンスの修繕、一宮幼稚園については雨漏り修繕、森幼稚園は
外階段の手すりの塗装、天方幼稚園については雨漏り修繕をする。預かり保育事業につい
ては、預かり取り組みの拡充のため予算を計上している。学校給食費については、宮園小
調理場に業務用冷凍庫を入れ、森小学校調理場については脱水機とガス給湯器の修繕を見
込んでいる。

社会教育課 社会教育課については、歳出の主な事業について説明する。社会教育総務費は、令和4
課 長 補 佐 年度から名称変更する森町はたちの集い、社会教育委員会、人権啓発推進協議会、男女共

同参画推進事業、北海道森町交流事業を実施する。生涯学習推進費については、子どもか
ら高齢者まで各年代を対象に行う各種学級教室に係る経費を計上している。文化振興費で
は文化講演会や文化協会への補助、藤本コレクションの開催経費などを計上している。文
化財保護費については、友田家などの文化財の保護保存活動、歴史伝統文化保存会の支
援、令和3年度延期された森町茶業史の編集発行の印刷費を計上している。歴史民俗資料
館費は、管理運営ほか修繕費に屋根修繕、監視カメラの購入費を計上している。埋蔵文化
財発掘調査費は、文化財試掘調査するもの。図書館費については、図書の購入貸し出し管
理、利用者カードの作成費用を計上している。文化会館については、会館の管理運営機材
の保守や修繕、年間10本の公演を予定している。金額の多いものは図書館つり天井耐震補
強工事を実施する。保健体育総務費については、スポーツ教室の開催や体育協会の運営を
している。体育施設費については総合体育館、町営グランドの管理運営費用になる。トレ
ーニング室の修繕を実施する。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 報第38号について説明を求める。

学校教育課 報第38号 学校教育課では令和4年度第1号補正予算を上程した。内容は小中学校の机と
課 長 補 佐 椅子について新型コロナウイルス感染症対策経費37,431千円として、抗ウイルス仕様の机

と椅子で、森町産の木材を使用したものに交換する。机の広さが新JIS規格で机が大きく
なった。抗ウイルス仕様にすることで管理上表面の消毒作業の負担軽減が出来るようにな
る。他に中学校の施設整備費として旭が丘中学校の体育館内部の壁面の張り替えと換気対
策、雨漏り、暗幕について今回併せて28,600千円の補正予算を上程し議決された。

教 育 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 報第39号について説明を求める。

学校教育課長 報第39号 令和４年度教育委員会事務局職員の人事異動について
役場職員の人事異動について内示があった。学校教育課では、土屋学校教育係長が昇

格し課長補佐になる。学校管理係長に井口寧了が防災課防災係長より異動する。学校管
理係主査鈴木真央が庶務係長へ昇格する。学校管理係へ森町病院より上沢卓が異動す
る。幼稚園指導主事、園長については新設された健康こども課幼稚園保育園係へ配属が
変わる。

社会教育課 社会教育課では歴史民俗資料館の館長の稲葉優介が会計年度任用職員から正規職員に
課 長 補 佐 変わる。文化会館は太田絢子が健康こども課へ異動し、保健福祉課より齋藤愛衣が異動

する。図書館については、管理係長の松井要が建設課用地係へ異動し、花嶋園子が保健
福祉課より異動する。

教 育 長 以上について質疑を求める。



委 員 全 員 質疑なし承認。

５ 連絡事項

教 育 長 連絡事項について、説明を求める。

社会教育課 文化振興係の事務室の移転について森町役場北館の1階に移転する。
課 長 補 佐

庶 務 係 長 次回の定例会は、４月21日（木）午後１時30分から第２研修室で開催する。

６ 閉 会

教 育 長 以上で本日の日程を終了し、閉会とする。
17時40分閉会

上記のとおり、会議の顛末を記録し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。
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